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各部の説明
ＬＥＤ
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１．初期画面
[ＰＷ](ハンディ右下のオレンジのボタン)を押すと、「初期画面」が表示されま
す。

配 送 入 力 V090818 「初期画面」には下記の情報が表示されていま

す。

日 付：０９/０９/２５ １）バージョン
担 当：００１１ ２）現在の日付
配送済： ２３ ３）担当者コード
総件数： １２１ ４）配送入力済み件数

５）総件数

この画面で[F1]～[F3]を押すと表示画面の
輝度を変更することができます。

L:ﾒﾆｭｰ
F1:明 F2:暗 F3:自動

この画面で表示されている日付が配送日と
なりますので、必ず確認して下さい。
日付の変更は「５．５ 日付／時刻」を参照
して下さい。

ここで[ＥＮＴ]を押すと、配送入力が始まり
ます。

ここで[Ｌ]キーを押すと右図の「機能一覧」
が表示され、下記の機能が選択できます。

機 能 一 覧
１．設 定 １．設定

１）得意先ラベル情報
２）容器ラベル情報
３）担当者コード
４）保安点検の有無

９．削 除 ５）日付／時刻の変更

９．データの削除

２．容器交換データの入力

２．１ 得意先コードの入力

配 送 入 力 [ＴＲＧ]キーを押して
09/09/26 得意先バーコードラベルを読みとります。

得意先コード ラベルがなければ、キー入力もできます。
【 】

[Ｃ]キーを長押しすると、「初期画面」に
戻ります。

配 送 入 力 得意先コード、得意先名が表示されます。
09/09/26 [ＥＮＴ]を押すと指針入力へ進みます。

0000155 左右矢印キーで「いいえ」を選択すると
山田 太郎 ( いいえ の状態で［ＥＮＴ］を押す）

得意先コード入力へ戻ります。
確認？( はい / いいえ )

もし、登録されていない得意先を指定した
ときは、下記の様に表示されます。

配 送 入 力
09/09/26

0000115
予定外得意先

確認？( はい / いいえ )

「はい」を選択すると指針入力へ進みます。
「いいえ」を選択すると得意先コード入力へ
戻ります。
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注１）指定の得意先が入力済みの場合

配 送 入 力 入力済みの得意先コードを入力すると、
001023500 入力内容が２画面に分かれて表示されます。

配送日： '05/06/10 上下矢印キーで画面を移動できます。

指針 ： 5645.5
使用量： 25.3 「いいえ」を選択すると、得意先コード入力
取消？( はい / いいえ ) へ戻ります。

「はい」を選択すると、現在表示されている
値を取り消して、新たにデータを入力でき
ます。

配 送 入 力

001023500
設置容器 ： 有り 2
次回予定 ： 指定なし
不良箇所 ： なし
取消？( はい / いいえ )

注２）指定の得意先が送信済みの場合

配 送 入 力 ホストへ送信済みの得意先コードを入力す

001023500 ると、送信済みのメッセージが表示されま
山田 太郎 す。送信済みのデータは削除できません。

送信済みです。 [ＥＮＴ]を押すと、得意先コード入力へ
訂正できません。 戻ります。
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２．２ 配送時指針の入力

配 送 入 力
09/09/26 今回指針を入力して[ＥＮＴ]を押します。

001023500 使用量の入力へ進みます。
山田 太郎

前回指針 278.1 [Ｃ]キーを長押しすると、得意先コード入力

予測指針 316.6 へ戻ります。

今回指針 316.5

得意先コード
得意先名
前回指針(メータ交換されていれば取付指針）
予測指針
が表示されます。

予定外得意先の場合は、前回指針、予測指針
は表示されません。
また、指針を入力すると設置容器の入力へ
進みます。

配 送 入 力
09/09/26

0000115
予定外得意先

今回指針 316.5

注）指針の逆転
指針が逆転しているときは、下記のような場合があります。

１）メータが１回転した
２）メータ交換したのに入力していない。
３）指針の入力ミス

「はい」を選択すると、配送時指針の入力に
指針が逆転してい 戻ります。
ます。訂正します 「いいえ」を選択すると、使用量の入力に進
か？ みますので、使用量を修正して下さい。
はい いいえ



- 3 -

２．３ 使用量の入力

配 送 入 力 配送時指針を入力すると、使用量を算出して
09/09/26 表示します。

001023500 [ＥＮＴ]を押すと設置容器の入力へ進みます
山田 太郎

今回指針 316.5 変更する場合は、[Ｆ１]を押してから

前回指針 276.1 使用量を入力します。

使用量 38.4 [Ｃ]を長押しすると、配送時指針の入力へ
戻ります。

注）使用量の計算方法

使用量は下記の式で計算します。
メータを交換していれば、これにメータ交換時使用量を加算します。

使用量 ＝ 今回指針 － 前回指針

- 4 -

２．４ 設置容器の入力

配 送 入 力 容器交換の有無を指定します。
09/09/26

０：片側交換
容器交換【 】 １：交換なし

２：全交換
０：有り
１：無し 交換無しのときは、「次回予定」に進みます
２：全交換

[Ｃ]キーを長押しすると、配送時指針の入力
へ戻ります。

配 送 入 力 バーコードで設置容器コードを入力します。
09/09/26 引取、取付に関係なく、設置してある容器

全てを入力して下さい。

設置容器 0 本
【 5010001 】 キーボードからも入力できます。

配 送 入 力
09/09/26 設置されている全ての容器の容器番号を入力

したら、何も入力せず[ＥＮＴ]を押します。

設置容器 1 本
【 】

5010001

入力した容器の本数と
１つ前に入力した容器番号
が表示されます。



- 5 -

配 送 入 力 設置容器の本数を確認して、本数が正しけれ
09/09/26 ば「はい」を選択し「次回予定」へ進みます

設置容器 2 本
「いいえ」を選択すると、設置容器の入力を
初めからやり直せます。

確認？( はい / いいえ )

（注）容器番号の重複

容器番号を重複して入力すると右図のメッセ
この容器番号は入 ージが表示され、この容器番号は無視されま
力済みです。 す.[ＥＮＴ]を押して正しい容器番号を入力

して下さい。
確認
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２．５ 次回予定の入力

配 送 入 力 次回配送日を指定するならば、次回までの
09/09/26 日数を入力し[ＥＮＴ]を押します。

当日に入力した日数を加算した日付が次回
次回配達までの 予定日となります。
日数【 】 何も入力しなければ、ホストに送信後、ホス

トが予定日を算出します。

次回配送日を指定してもしなくても、下記の
確認画面が表示されます。
「はい」を選択すると、保安点検項目の入力
へ進みます。
「いいえ」を選択すると、次回予定日を再入力
できます。

[Ｃ]を長押しすると、容器交換入力へ戻りま
す。

配 送 入 力 何も入力しなかった場合
09/09/26

次回配達までの

日数【 0 】
次回指定なし

確認？( はい / いいえ )

配 送 入 力 ２０日後を入力した場合
09/09/26

次回配達までの

日数【 20 】

次回予定 2009/10/16

確認？( はい / いいえ )
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２．６ 保安点検結果の入力

配 送 入 力 保安点検で不良の項目だけを、項目番号で
09/09/26 入力して[ENT] を押します。入力した番号

が画面に表示されます。
不良箇所【 】

入力した番号を取り消す場合は、再度同じ
５ ９ 番号を入力します。

番号を押さずに[ENT] のみを押せば終了し
ます。

番号は、手書きの配送伝票の点検項目と同じ
です。

保安点検を行うには、
「設定」－「保安点検の有無」で「点検す
る」を選択します。

２．７ 入力項目の確認

配 送 入 力 必要な項目の入力が完了すると、右図の確認
001023500 画面が表示されます。
配送日： 2009/09/26 確認画面は２つに分かれていますので、

指針 ： 5645.5 上下矢印キーで画面を移動して下さい。

使用量： 25.3
「はい」を選択すると、入力したデータが

確認？( はい / いいえ ) 登録されます。。

「いいえ」を選択すると、表示されている
データは破棄され、得意先コード入力へ戻り

配 送 入 力 ます。
001023500
設置容器 ： 有り 2
次回予定 ： 指定なし
不良箇所 ： なし

確認？( はい / いいえ )
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２．８ データの登録

データの録が終了すると、右図のメッセー
ジが表示されます。

登録完了 [ＥＮＴ]を押すと、得意先コード入力画面に
戻ります。

確認
このメッセージが表示されるまでは電源を
切らないで下さい。
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３．ホストとの送受信
配送結果、配送予定データの送受信は下記の手順で行います。

１）ハンディ(BT-1000)を通信ボックスに乗せます。
このとき、ハンディの電源はオンでもオフでもかまいません。

２）ホストのメニューより「＠＠＠＠」を選択します。

３）ホストとハンディが接続されると、ハンディの電源がオンになり
下記のメッセージが表示されます。

WAKEUP通信中...

Ｃキー：中断 このメッセージが表示されている間は
電源を切らないで下さい。

４）処理が完了するとハンディ側のプログラムが再起動されて初期画面
が表示されますので、「総件数」を確認して下さい。
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４．データの削除
配送予定および配送結果を全て削除します。
ハンディに入力した配送結果は全て破棄されますので、慎重に行って下さい。

配 送 入 力 V090818 「初期画面」で[Ｌ]を押すと、下記の

「機能一覧」が表示されます。

日 付：０９/０９/２５
担 当：００１１
配送済： ２３
総件数： １２１

L:ﾒﾆｭｰ
F1:明 F2:暗 F3:自動

機 能 一 覧 [９]、[ENT]を押すか
１．設 定 上下矢印キーで移動し、「９．削 除」が

反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。

９．削 除 [Ｃ]キーを押すと、「初期画面」に戻ります。

削 除 未送信データがない場合は、右図の削除の確認
メッセージが表示されます。

削除してよろしい このまま[ＥＮＴ]を押すと、「機能一覧」
ですか？ に戻ります。

矢印キーで「はい」を選択し(はい)
はい いいえ [ＥＮＴ]を押すと削除を開始します。
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削 除 未送信データがある場合は、右図の削除の確認
メッセージが表示されます。

未送信データがあ このまま[ＥＮＴ]を押すと、「機能一覧」
ります。 に戻ります。
削除しますか？ 矢印キーで「はい」を選択し(はい)
はい いいえ [ＥＮＴ]を押すと削除を開始します。

削 除 削除が終了すると、右図の完了メッセージが
表示されます。
このまま[ＥＮＴ]を押すと、「機能一覧」

削除完了 に戻ります。

確認
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５．設 定
「機能一覧」の「設定」で下記の設定ができます。

１）得意先ラベルの情報
２）容器ラベルの情報
４）担当者コード
５）保安点検の有無
６）日付／時刻

配 送 入 力 V090818 「初期画面」で[Ｌ]を押すと下記の

「機能一覧」が表示されます。

日 付：０９/０９/２５
担 当：００１１
配送済： ２３
総件数： １２１

L:ﾒﾆｭｰ
F1:明 F2:暗 F3:自動

機 能 一 覧 [１]、[ENT]を押すか
１．設 定 上下矢印キーで移動し、「１．設 定」が

反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。

９．削 除 [Ｃ]キーを押すと、「初期画面」に戻ります。

各 種 設 定
１．得意先ラベル 上下矢印キーで移動し[ＥＮＴ]キーを押すと
２．容器ラベル 反転した設定ができます。
３．担当者コード
４．保安点検の有無
５．日付／時刻 [Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。
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５．１ 得意先ラベル
得意先ラベルのバーコードの種別、バーコード桁数、有効桁数を設定します。
一度設定すれば、変更がない限り設定する必要はありません。
設定方法は、

各 種 設 定
１．得意先ラベル 「各種設定」で「１．得意先ラベル」を選択
２．容器ラベル します。
３．担当者コード 上下矢印キーで移動し、「１．得意先ラベル」
４．保安点検の有無 が反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。
５．日付／時刻

[Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。

得意先コードラベル バーコード種類は１～３を入力し｢ＥＮＴ]を
押します。コード桁数の入力へ移動します。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種類【 2 】 [Ｃ]を押すと「各種設定」に戻ります。
１：ＣＯＤＥ３９
２：ＮＷ７ ３：ＪＡＮ コード桁数は１～１０を入力し[ＥＮＴ]を

押します。下記の確認画面へ進みます。
コード桁数 【 7 】 [Ｃ]を押すとバーコード種類の入力に戻ります
有効桁数 【 6 】

得意先コードラベル 「はい」を選択する（「はい」が反転表示さ
れた状態で[ＥＮＴ]を押す）と指定の値が設

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種類【 2 】 定されます。
１：ＣＯＤＥ３９
２：ＮＷ７ ３：ＪＡＮ 「いいえ」を選択する（印キーで「いいえ」

を反転させ[ＥＮＴ]を押す）と指定した値
コード桁数 【 7 】 は無視されて「各種設定」に戻ります。
有効桁数 【 6 】

確認？（ はい／いいえ ）

＜注＞プログラムの内部処理上、桁数は、１０で処理します。例えば、７桁としたと
きでも、０００が後部に追加されます。ホストに戻すデータにも、０００は
記入されています。バーコードでなく、コードを手入力する際には、７桁のみ
の入力で良いです。
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５．２ 容器ラベル
容器ラベルのバーコードの種別、バーコード桁数、有効桁数を設定します。
一度設定すれば、変更がない限り設定する必要はありません。
設定方法は、

各 種 設 定
１．得意先ラベル 「各種設定」で「２．容器ラベル」を選択
２．容器ラベル します。
３．担当者コード 上下矢印キーで移動し、「２．容器ラベル」
４．保安点検の有無 が反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。
５．日付／時刻

[Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。

容器コードラベル バーコード種類は１～３を入力し｢ＥＮＴ]を
押します。コード桁数の入力へ移動します。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種類【 2 】 [Ｃ]を押すと「各種設定」に戻ります。
１：ＣＯＤＥ３９
２：ＮＷ７ ３：ＪＡＮ コード桁数は１～１０を入力し[ＥＮＴ]を

押します。下記の確認画面へ進みます。
コード桁数 【 7 】 [Ｃ]を押すとバーコード種類の入力に戻ります
有効桁数 【 6 】

容器コードラベル 「はい」を選択する（「はい」が反転表示さ
れた状態で[ＥＮＴ]を押す）と指定の値が設

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種類【 2 】 定されます。
１：ＣＯＤＥ３９
２：ＮＷ７ ３：ＪＡＮ 「いいえ」を選択する（印キーで「いいえ」

を反転させ[ＥＮＴ]を押す）と指定した値
コード桁数 【 7 】 は無視されて「各種設定」に戻ります。
有効桁数 【 6 】

確認？（ はい／いいえ ）
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５．３ 担当者コード
担当者コードを設定します。
一度設定すれば、変更がない限り設定する必要はありません。
設定方法は、

各 種 設 定
１．得意先ラベル 「各種設定」で「３．担当者コード」を選択
２．容器ラベル します。
３．担当者コード 上下矢印キーで移動し、「３．担当者コード」
４．保安点検の有無 が反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。
５．日付／時刻

[Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。

担当者コード登録 ４桁以内の数字を入力し[ＥＮＴ]を押します。
下記の確認画面へ進みます。

担当コード [Ｃ]を押すと「各種設定」に戻ります。
【 】

担当者コード登録
「はい」を選択する（「はい」が反転表示さ

担当者コード れた状態で[ＥＮＴ]を押す）と指定の値が設
【 0011 】 定されます。

「いいえ」を選択する（印キーで「いいえ」
確認？（ はい／いいえ ） を反転させ[ＥＮＴ]を押す）と指定した値

は無視されて「各種設定」に戻ります。
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５．４ 保安点検の有無
保安点検の有無を設定します。
一度設定すれば、変更がない限り設定する必要はありません。
設定方法は、

各 種 設 定 「各種設定」で「４．保安点検の有無」を選択
１．得意先ラベル します。
２．容器ラベル 上下矢印キーで移動し、「４．保安点検の有
３．担当者コード 無」が反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押しま
４．保安点検の有無 す。
５．日付／時刻

[Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。

保安点検の有無 ０または１を入力し[ＥＮＴ]を押します。
下記の確認画面へ進みます。

点検の有無【 】 [Ｃ]を押すと「各種設定」に戻ります。

０：点検しない
１：点検する

保安点検の有無 「はい」を選択する（「はい」が反転表示さ
れた状態で[ＥＮＴ]を押す）と指定の値が設

点検の有無【 1 】 定されます。

０：点検しない 「いいえ」を選択する（印キーで「いいえ」
１：点検する を反転させ[ＥＮＴ]を押す）と指定した値

は無視されて「各種設定」に戻ります。
確認？（ はい／いいえ ）
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５．５ 日付／時刻
現在の日付／時刻を設定します。
「初期画面」に表示されている日付／時刻が誤っているときは、ここで修正します。
設定方法は、

各 種 設 定 「各種設定」で「５．日付／時刻」を選択
１．得意先ラベル します。
２．容器ラベル 上下矢印キーで移動し、「５．日付／時刻」が
３．担当者コード 反転表示されたら、[ＥＮＴ]を押します。
４．保安点検の有無
５．日付／時刻 [Ｃ]キーを押すと、「機能一覧」に戻ります。

日付／時刻設定 年、月、日、時間、分、秒と矢印キーで
移動します。

０５年０４月２８日
１５時２５分０３秒 [ＥＮＴ]を押すと日付／時刻が変更され

[Ｃ]を押すと設定は無視され「各種設定」に
ENT:決定 C:戻る 戻ります。
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６．初期設定
配送ハンディを使用する前に必ず下記の３項目を設定しておいて下さい。

(１) 担当者コード
５．３ を参照

(２) 得意先ラベル
５．１ を参照

(３) 容器ラベル
５．２ を参照

(４) 保安点検の有無
５．４ を参照


